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液状化判定基準 : 道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編 (平成29年11月)

Ver 4.0 (2019.07.23) (有)シビルテック

改訂履歴
2008.03.15 Ver1.0 : 「道路橋示方書・同解説 Ⅴ 耐震設計編(平成14年3月)」対応版を公開開始
2008.4.6 Ver2.0 : 液状化判定必要性の有無の記載を追加
2012.05.29 Ver3.0 : 「道示Ⅴ 耐震設計編(平成24年3月)」版に対応
2019.07.23 Ver4.0 : 「道示Ⅴ 耐震設計編(平成29年11月)」版に対応、および 低減係数の計算を追加

液状化の判定計算
(LIQCAL-D)

計算へ進む ＞

最初にお読み下さい



液状化の計算

液状化判定基準 : 道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編 (平成14年3月)
タイトル

サブタイトル

計算条件
数値 単位 備考

1.600 m
10.000 kN/m

3

160.000 kN/㎡

地震動タイプ
地盤種別(Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ) Ⅲ種地盤

C地域
地域別補正係数 Cz 0.80

0.40

0.32

地層数 : 5

地層
NO

地表からの
層下端深度

SL (m)
土質名称

飽和重量
γsat

(kN/m
3
)

湿潤重量
γt

(kN/m
3
)

層厚
(m)

備考

1 1.600 細砂 19.50 18.50 1.600
2 6.000 細砂 19.50 18.50 4.400
3 10.000 砂礫 19.50 18.50 4.000
4 14.000 細砂 19.50 18.50 4.000
5 20.300 シルト 19.50 18.50 6.300
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

計算書タイトル

地下水位条件

上載荷重条件
上載荷重  Q

〇〇道路 △△地区
NO.102+20、盛土中央断面

盛土荷重(Q=γ×H=20×8.0=160.0)

計算条件項目

上載荷重の説明

地下水位 WL= GL-(m)
水の単位重量

水平震度基準値 khgL0

地層条件 (最大15層まで)

LEVEL2-タイプⅠ

地域区分
設計水平震度条件

設計水平震度 khg



深度ごとの液状化計算表 (計算点は最大25点まで) 計算深度の数 : 20

深度
NO

地表からの
計算深度
CL (m)

土質区分
Ｎ値
(回)

細粒分
含有率
FC(%)

塑性指数
IP

平均粒径
D50
(㎜)

10%粒径
D10
(㎜)

1
2 1.300 砂質土 6.0 10.000 0.150
3 2.300 砂質土 5.0 10.000 0.150
4 3.300 砂質土 5.0 10.000 0.150
5 4.300 砂質土 5.0 10.000 0.180
6 5.300 砂質土 6.0 10.000 0.190
7 6.300 れき質土 14.0 5.000 0.170
8 7.300 れき質土 17.0 5.000 0.170
9 8.300 れき質土 9.0 8.000 0.130
10 9.300 れき質土 18.0 5.000 0.210
11 10.300 砂質土 7.0 11.000 0.260
12 11.300 砂質土 8.0 10.000 0.220
13 12.300 砂質土 6.0 12.000 0.230
14 13.300 砂質土 8.0 21.000 0.150
15 14.300 砂質土 11.0 12.000 0.240
16 15.300 砂質土 13.0 11.000 0.190
17 16.300 砂質土 10.0 11.000 0.190
18 17.300 砂質土 8.0 12.000 0.180
19 18.300 砂質土 6.0 70.000 20.00 0.071
20 19.300 砂質土 5.0 70.000 20.00 0.033
21 20.300 砂質土 5.0 70.000 10.00 0.037
22
23
24
25



液状化の判定 液状化判定基準 : 道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編 (平成29年11月) 設計水平震度条件
地震動タイプ

地盤種別(Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ) Ⅲ種地盤

地層条件 C地域

地域別補正係数 Cz 0.80
水平震度基準値 khg0 0.40
設計水平震度 khg 0.32

- - - - - 160.000

1 1.600 細砂 19.50 18.50 9.50 1.600 189.600 地下水位条件

2 6.000 細砂 19.50 18.50 9.50 4.400 275.400 地下水位 GL-(m) 1.600 (m)

3 10.000 砂礫 19.50 18.50 9.50 4.000 353.400 水の単位重量 γw 10.000 (kN/m
3
)

4 14.000 細砂 19.50 18.50 9.50 4.000 431.400

5 20.300 シルト 19.50 18.50 9.50 6.300 554.250 上載荷重条件

6 160.000 (kN/㎡)

7

8

9

10

11

12

13      [以下の3条件に該当する砂質土層は液状化の判定を行う必要がある]

14       ※1: 地下水位が現地盤面から10m以内にあり，かつ,現地盤面から20m以内の深さに存在する飽和土層

15       ※2: 細粒分含有率FCが35%以下の土層，または,FCが35%を越えても塑性指数Ipが15以下の土層 ※4: 地下水位より上の層は液状化の判定を行わない

      ※3: 平均粒径D50が10mm以下で，かつ,10%粒径D10が1mm以下である土層 ※5: 砂質土とれき質土以外は液状化の判定を行わない

深度ごとの液状化計算表

RL計算用 L計算用

1

2 1.300 砂質土 6.0 10.000 0.150 184.050 24.050 184.050 0.981 1.00 10.85 10.85 0.228 1.000 0.228 0.314 0.726 水位上部(※4)

3 2.300 砂質土 5.0 10.000 0.150 203.250 36.250 196.250 0.966 1.00 8.00 8.00 0.202 1.000 0.202 0.320 0.631 ○

4 3.300 砂質土 5.0 10.000 0.150 222.750 45.750 205.750 0.951 1.00 7.34 7.34 0.195 1.000 0.195 0.329 0.593 ○

5 4.300 砂質土 5.0 10.000 0.180 242.250 55.250 215.250 0.936 1.00 6.79 6.79 0.190 1.000 0.190 0.337 0.564 ○

6 5.300 砂質土 6.0 10.000 0.190 261.750 64.750 224.750 0.921 1.00 7.57 7.57 0.198 1.000 0.198 0.343 0.577 ○

7 6.300 れき質土 14.0 5.000 0.170 281.250 74.250 234.250 0.906 1.00 16.50 16.50 0.275 1.000 0.275 0.348 0.790 ○

8 7.300 れき質土 17.0 5.000 0.170 300.750 83.750 243.750 0.891 1.00 18.80 18.80 0.295 1.000 0.295 0.352 0.838 ○

9 8.300 れき質土 9.0 8.000 0.130 320.250 93.250 253.250 0.876 1.00 9.37 9.37 0.215 1.000 0.215 0.354 0.607 ○

10 9.300 れき質土 18.0 5.000 0.210 339.750 102.750 262.750 0.861 1.00 17.71 17.71 0.285 1.000 0.285 0.356 0.801 ○

11 10.300 砂質土 7.0 11.000 0.260 359.250 112.250 272.250 0.846 1.03 6.53 6.80 0.190 1.000 0.190 0.357 0.532 ○

12 11.300 砂質土 8.0 10.000 0.220 378.750 121.750 281.750 0.831 1.00 7.09 7.09 0.193 1.000 0.193 0.357 0.541 ○

13 12.300 砂質土 6.0 12.000 0.230 398.250 131.250 291.250 0.816 1.07 5.07 5.60 0.177 1.000 0.177 0.357 0.496 ○

14 13.300 砂質土 8.0 21.000 0.150 417.750 140.750 300.750 0.801 1.37 6.45 9.75 0.218 1.000 0.218 0.356 0.612 ○

15 14.300 砂質土 11.0 12.000 0.240 437.250 150.250 310.250 0.786 1.07 8.49 9.26 0.214 1.000 0.214 0.354 0.605 ○

16 15.300 砂質土 13.0 11.000 0.190 456.750 159.750 319.750 0.771 1.03 9.62 9.98 0.220 1.000 0.220 0.352 0.625 ○

17 16.300 砂質土 10.0 11.000 0.190 476.250 169.250 329.250 0.756 1.03 7.11 7.40 0.196 1.000 0.196 0.350 0.560 ○

18 17.300 砂質土 8.0 12.000 0.180 495.750 178.750 338.750 0.741 1.07 5.47 6.03 0.182 1.000 0.182 0.347 0.524 ○

19 18.300 砂質土 6.0 70.000 20.000 0.071 515.250 188.250 348.250 0.726 4.50 3.95 26.42 0.482 1.000 0.482 0.344 1.401 判定不要(※2)

20 19.300 砂質土 5.0 70.000 20.000 0.033 534.750 197.750 357.750 0.711 4.50 3.17 22.91 0.354 1.000 0.354 0.340 1.041 判定不要(※2)

21 20.300 砂質土 5.0 70.000 10.000 0.037 554.250 207.250 367.250 0.696 4.50 3.07 22.46 0.344 1.000 0.344 0.336 1.024 ×

22

23

24

25

LEVEL2-タイプⅠ

水中重量
γsat-γw

(kN/m
3
)

地層厚
H
(m)

全上載圧
σv(kN/㎡)

タイトル

湿潤重量
γt

(kN/m
3
)

層
NO

地表からの
層下端深度

SL (m)

サブタイトル

〇〇道路 △△地区

NO.102+20、盛土中央断面

土質
名称

飽和重量
γsat

(kN/m
3
)

細粒分
含有率
FC(%)

平均粒径
D50
(㎜)

塑性指数
ＩＰ

10%粒径
D10
(㎜)

深度
NO

地表からの
計算深度
CL (m)

土質
区分

Ｎ値
(回)

100kN/㎡
換算Ｎ値

N1

粒度考慮
補正Ｎ値

Na

繰返し
三軸強度比

RL

液状化有無
 ○ : する
 × : しない

全上載圧
σv(kN/㎡)

液状化
抵抗率

FL

地震動特性
補正係数

Cw

動的せん断
強度比

R

地震せん断
応力比

L

地域区分

盛土荷重(Q=γ×H=20×8.0=160.0)

有効上載圧σ'v(kN/㎡) 深さ方向
低減係数

rd

Ｎ値
補正係数

cFC

上載荷重  Q

0
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土質定数の低減係数(DE)の計算

土質定数の低減係数は下表により求めるものとする。 土質(地層)ごとの低減係数計算表

R≦0.3 0.3＜R

0 1/6

1/3 1/3 1 細砂 0.800

1/3 2/3 2 1.300 1.300 1.600 0.228 0.726 0.228 0.726 1

2/3 2/3 2 細砂 1.600 0.300 3.800

2/3 1 3 2.300 0.700 1.200 0.202 0.631

1 1 4 3.300 1.000 1.000 0.195 0.593

出典: 「道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編 (平成29年11月)」p.169 5 4.300 1.000 1.000 0.190 0.564

6 5.300 1.000 1.200 0.198 0.577 0.190 0.592 1/3

深度ごとの低減係数計算表 3 砂礫 6.000 0.700 8.000

7 6.300 0.300 0.800 0.275 0.790

8 7.300 1.000 1.000 0.295 0.838

9 8.300 1.000 1.000 0.215 0.607

1 - 10 9.300 1.000 1.200 0.285 0.801 0.215 0.760 2/3

2 1.300 0.228 0.726 1 - 4 細砂 10.000 0.700 12.000

3 2.300 0.202 0.631 1/3 ○ 11 10.300 0.300 0.800 0.190 0.532

4 3.300 0.195 0.593 1/3 ○ 12 11.300 1.000 1.000 0.193 0.541

5 4.300 0.190 0.564 1/3 ○ 13 12.300 1.000 1.000 0.177 0.496

6 5.300 0.198 0.577 1/3 ○ 14 13.300 1.000 1.200 0.218 0.612 0.177 0.549 2/3

7 6.300 0.275 0.790 2/3 ○ 5 シルト 14.000 0.700 17.150

8 7.300 0.295 0.838 2/3 ○ 15 14.300 0.300 0.800 0.214 0.605

9 8.300 0.215 0.607 1/3 ○ 16 15.300 1.000 1.000 0.220 0.625

10 9.300 0.285 0.801 2/3 ○ 17 16.300 1.000 1.000 0.196 0.560

11 10.300 0.190 0.532 2/3 ○ 18 17.300 1.000 1.000 0.182 0.524

12 11.300 0.193 0.541 2/3 ○ 19 18.300 1.000 1.000 0.482 1.401

13 12.300 0.177 0.496 2/3 ○ 20 19.300 1.000 1.500 0.354 1.041 0.182 0.818 1

14 13.300 0.218 0.612 2/3 ○ 下端 20.300 1.000

15 14.300 0.214 0.605 2/3 ○

16 15.300 0.220 0.625 2/3 ○

17 16.300 0.196 0.560 2/3 ○

18 17.300 0.182 0.524 2/3 ○

19 18.300 0.482 1.401 1 -

20 19.300 0.354 1.041 1 -

21 20.300 0.344 1.024 1 -

22 -

23 -

24 -

25 -

※ 液状化判定範囲から除外する地下水位より上部と20m以深はDE=1とする。

加重平均 FL=Σ(FLi・Si)/ΣSi

ここに、 FLi : 計算深度の液状化抵抗率

Si : 計算深度が負担する層厚(上下の計算点中央あるいは地層境界までの間隔)

層中央
深度

xm (m)

※ 土質ごとの低減係数を算定するときの 各層のRは層内計算点の最小値を、各層のFLは加重平均値を
    各層の深度は層中央深度を用いて算定するものとした。

計算深度ごとのRとFL

せん断
強度比R

液状化
抵抗率FL

土質ごとのRとFL

せん断
強度比R

液状化
抵抗率FL

土質ごとの
低減係数

DE

地層
NO

地表深度
x (m)

土質区分
計算深度

NO
層厚
h (m)

分担層厚
Si (m)

計算
深度
NO

地表深度
x (m)

動的せん
断

強度比
R

液状化
抵抗率

FL

低減係数
DE

液状化
判定

0 ≦ x ≦ 10

10＜ x ≦ 20

0 ≦ x ≦ 10

10＜ x ≦ 20

1/3 ＜ FL ≦ 2/3

2/3 ＜ FL ≦ 1

FLの範囲 地表面からの深さx(m)
動的せん断強度比 R

0 ≦ x ≦ 10

10＜ x ≦ 20
FL ≦ 1/3



[本ソフトの機能]

・当ソフトは、盛土地盤あるいは基礎地盤の液状化判定計算を行うものです。

・液状化の判定は「道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編 (平成29年11月)」に拠ります。

・原地盤上の載荷重(盛土荷重など)を考慮した計算ができます。

・土質定数の低減係数の計算ができます。

[本ソフトの使用方法]

・[計算条件]シートの必要項目を全て入力して下さい。(黄色セルを入力して下さい)

・液状化の判定計算結果は[判定計算結果]シートに表示されます。

・低減係数の計算結果は[低減係数の計算]シートに表示されます。

・計算方法や計算式については「道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編 」をご覧下さい。

[本ソフトの制限事項・仕様]

・地層の最大数は15です。

・液状化の判定計算を行う深度点の最大数は25です。

・繰返し三軸強度比(RL)の計算にあたっては載荷重の影響を考慮しないものとします。

・計算できる地震動のタイプは下表の４種類です。

LEVEL1
LEVEL2
タイプⅠ

LEVEL2
タイプⅡ

Ⅰ種地盤 0.12 0.50 0.80

Ⅱ種地盤 0.15 0.45 0.70

Ⅲ種地盤 0.18 0.40 0.60

[入力に当っての注意点(重要)]

・層の途中に地下水位がある場合は、地下水位で層を区分して下さい。

[本ソフト作成に当たって参考とした文献]

・「道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編 (平成29年11月)」(日本道路協会)

[本ソフトのサポート]
・サポート期間は購入後３年間とします.
・サポート期間中のバージョンアップは無料とします.
・ただし、基準改定などにもとづくバージョンアップは有料とします。

[著作権と免責について]

・本ソフトウェアを使用したことによって、直接的あるいは間接的にいかなる損害が生じたとして
も作者(著作権者)はその一切の責任を負いません。計算結果については各自の責任におい
て、必ず検査を行った上で運用・提出して下さい。

地盤種別

液状化の判定計算(LIQCAL-D)について

・本ソフトウェア(EXCELファイル)は著作物であり、著作権は(有)シビルテックが保有していま
す。
 このファイルをそのまま配布することや、成果品として提出することは禁止します。

地震動タイプと設計水平震度の
基準値 khg0


